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第1 

平成24年度 事業報告（案）  

〔24年度を振りかえって〕  

設立から6年が過ぎ、当まら協の活動も各事業とともに、理事会を中心とした運営が  

定着化しつつある状態であるといえます。   

また、昨年度から、重点方針を設け、各グル「プ、および関係者で方針を意識した活動を  

推進することができました。  

〔t24年度の重点目標・・・〕  

（1）地域で子どもは育成される   

（2）地域で高齢者の健康といきがいが持てる活動を作り上げる   

（3）伝統文化の継承と発展活動を通じて上記2項自を達成していく  

〔24年度活動所見・・・  〕  

（1）重点目標を全員で確認したことにより、各事業グループが意識して、活動する  

ことができた  

（2）特に、子どもグループ、高齢者いきがいグル「プ、伝統文化グループ、他の活動  

においても、その事業範囲を広げる事ができた   

（3）また、ふれあいフェスタ事業においても、行事テーマ設定を、重点目標を意識  

した事業とする事ができた  

（4）こうした事業運営により、さらに、まらづ＜り協議会事業の方向が明確になり  

つつあると思才つれる  

関係各位の活動に対する、理解と協力に感謝申し上げます  

以上  

子どもには未来を！高齢者にはいきがいを！家庭には笑顔を！地域には辞を！  
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子どもの健全育成に関する事業  
〔地‡或計画との関連〕   

（2）コミュニケーションの輪を広げよう   

（3）みんなの社交場をつ＜ろう！  

（8）あんきな吉浜をつ＜ろう！   

（9）心地の良い美しい吉浜をつくろう！  

〔24年度事業報告〕   

⇒ N04 笑顕であいさつ事業  
⇒ N07 人形小路でYY（ウイウイ）しよう事業  
⇒ No6：吉浜ふれあいプラザ＆ふるさと広場運営事業  
⇒、N027 「子ども110番」事業  
⇒ N028 みんなでまちをきれいにしよう事業  

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

毎月5日、   吉小校区内の8交差点  上期 校区内8ケ所の交差点に立 
（1）－①あいさつ・声かけ活動事業  

ち、登校する吉浜小児童や高浜中生   
吉小児童、高中生徒の登校時の  7：30′）8：15  ・屋敷町   徒に「おはようございます」の挨拶   

安全確保と、大きな声で朝の挨拶  ・神谷根金前   をするとともに、横断旗で交通安全   
ができるようにする  ・吉浜小乗   を図る  延べ209人実  

・山B橋  施。   

・ハ幡社北側  

・ハ幡町4丁目  

・吉浜保育園棄  

（1）－②こども110番宅訪問及び  3月9日   公募・訪問を承諾   4月に吉浜小学校に入学する児童   
吉浜小学校通学路確認事業  された110番宅   を対象に保護者もー緒に歩くことに   

吉浜小学校へ新入学する園児親  より、危険個所や通学時問などをを   

子を対象に、通学路中の危険個所  知る110番宅を訪問し家人と顔合わ   

の確認及び途中にある110番宅を  せを行う。   

訪問する  

（1）－③こども110番の旗設置事  年間   公募による設置承諾   子どもたちの安全確保のため、   
業  の家及び町内会の   110番の旗を設置していただ＜家を   
地域内での子どもを狙った犯罪を  役員宅   募集し、ポールと旗を支給し、子ど   
抑止し、子どもたらの安全を確保  もたちの目に付きやすいところへ設   

する  置していく。随時更新   

（1）－④夏休みラジオ体操事業   7月23日～   ハ幡公園、丸畑公園   地域ごとの会場に分かれて朝のラ   
児童・園児の夏休み中の早起き  27日、   蛇抜公園、吉浜小   ジオ体操を行なった。最終日には、   
や健康的な生活習慣を育成する  8月21日′）  小学校は草取りを実施   

25日  

6：30′～6：40   

（1）－⑤七夕まつり事業   7月7日   人形小路一帯   人形小路一帯に岩小児童や3幼保   
七夕まつり行事を通じて、地区  園児の作った笹竹を飾り七夕まつり   
の子ども達、家族との交流をは力＼  をもりあげた。子ども商店街、、○   
る。また可能な分野で子ども達の  ×クイズ、抽選会等で保護者や地士或   
企画、運営を企画し、今後に残る  の楽しんでもらい、交流を図る。参   
体験活動とする  加壱延べ2000人強  

子ども商店街の収益金を小学校に笥  
贈（フラフープ）   
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事業項白   実施日   実施場所 実施内容   

（1）－⑥各種講座開設事業   4回／月  ・ふれあい  ・囲碁教室   

地域の万の講師  延べ 288人   
趣味教室、文化教室  ☆南部まらづくり協議会囲碁クラブと   
技術技能等の伝承と人の育成  交流戦を実施  

1回／月  プラザ  ・切手アート教室  

延べ156人  

＊：追加講座を表す  

6月5日  ・第1回プリザーフドフラワー講座  
参加人数／   

26／30人  
9月4日  ・第2回プリザーフドフラワー講座  

28／30人  
7月22日  ・プロの技を学ぼう講座  

23／20人  
7月24日  ・石彫り体馬案講座  

20／20人  
7月25日  ・すてきなペーパーバック講座  

10／10人  
7月28日  ＊TVチャンピョン食品サンプルづくり  

32／30人  
7月30冒  ・万華鏡を作ろう  

30／30人  
7月23日  ＊貼り絵体験  

13／10人  
7月26日  ・貼り絵体験  

10／10人  
7月31日  ＊貼り絵体験  

12／10人  
7月31日  ＊TVチャンピョン食品サンプルづくり  

37／0人  

11月27日  ・第1回〆縄力＼ざり（大人）講座  
25／20人  

12月16日  ＊第2回〆縄かざり（大人）講座  
17／15人  

12月16日  ＊〆縄かざり（子ども）講座  
20／20人  

12月9日  ・ケーキづ＜りコンテスト  
21／20人  

12月9日  ・げレンタイツDay向け  
プリザーフドフウー講座  

17／15人  
3月30日  ＊紙粘土フラワーアレンジ講座  

12／20人  
3月30日  ・オリジナルキーホルダー  

14人（当日参加型）   

（1）－⑦イベント広場事業  5月6日  ・花まつり  

チャレンジサポート高浜初出店、  
地壬或住民や団体の方と連携  ふるふる出店  
世代間交流・地域共生  

・伝統文化の伝承、等  7月7日  ・七夕まつり   

機会と場所の提供  伝統文化野菜販売、地域業者出店  

11月17日  小学校に場所変更  ・ふれあいフェスタ子どももちつき大会  

800人  

・地域業苦出店、ふるふる出店  



事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（1）－⑧各種展示・交流事業   
1月20日′）  

27日展示  ・ふれあいフェスタコンテスト小学   
児童・グループの作品展示  校児童、幼稚園、保育園の作品展示  
児童や園児、団体、グル  
ープの作品展示を通じて  
交流を図る  ・展示のPRと作品を通じて交流   

（1）－⑨子どもたらと地土或住民の  8月1日  ・小学校のサマースクール実施   

ふれあい事業   ′）3日  小学校5年生 延べ102人   
夏休み、子どもたちの  小学校6年生 延べ60人   
学習場所と時間を提供  

（1）－⑩ヤングママノミ＼れあい交流   

事業   以降  
・若いお母さん達の交流場所の提供   

幼児とヤングママの集まり   3匝l／月  ・幼児の遊び場所の提供   

話し合いのできる場の提供  ・育児、他について話し合い場所の  

提供  

延べ300人   
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高齢者のいきがい創出に関する事業  〔24年度事業報告〕  

〔地域計画との関連〕   

（5）持ちつ持たれつ支え合い・助け合いを深めよう ＝｝ N013こつこネット推進事業  
⇒ No14認知症を知ろう事業   

（6）心も休もピカピカに磨こう  ⇒ N015吉浜自然塾事業  
⇒ No16自分磨き事業  

事業項日   実施日   実施場所   実施内容   

（2）－①深めあい事業   ・毎月   吉浜地区内   ・毎回1時間程度で、複数コースを歩く   
・こっこウォーキング   第2・第4土曜日  コース   22回、延べ358名参加、10回以上参   
健康づ＜りには足腰を鍛える事  ・1回／年   数コース）  加者には、万歩計貸与している 
重要であり、日常生活の中で身近   大会開†  ・3月9日 吉浜一周ウオーキング大会   
な運動であるウオーキングにより  実施、26名参加  
健康な体を作る。また併せて  
交流を図る  ＊参加者増により、夫々の行事でのコ  

コミュニケーション、健康意識の向上  
など、好評である  

一一▲   
（豆▼二面戻めあも蘭 ∴12月20日       こ了面7年二 
・グラウンドコ、ルフ交流会  グラウンド  会を開催し、53名参加、年々好評   
・趣味の会  ・お互いの趣味を活力＼し交流、人気  

（2）－①深めあい事業   ふれあい                  ・2月21日  ・「噛んで健康、口腔機能の向上」   
・高齢者向け健康講演会  プラザ   かとう歯科クリニック加藤先生講演  

35名参加、歯の健康について理解   

（2）－②こつこネット事業   ・11月  ふれあい   ・ネットシステムがほぼ完了し、新メン   
高齢音■の「らよつと困った」  プラザ   パーにも説明完了（サボ一夕）  
「らよつと相喜射このって欲しい」  

という困りごと・相談ごとの  ・都度  ・現在受付3件   
窓口となり安心して住めるまら  ・課題は、申し入れ数が少ない事   
づ＜りを進める  

（2）－③認知症対策事業   ・8月26日  ふれあい   ・ちょいボケ一座公演を実施し、好評   
認知症について正しい知岩哉を  プラザ   参加者数：130名   
身につけることにより、地Ⅰ或  ・公演時の音量に難があったが、公演の   
での見守り力を向上させ安心  主旨は十分伝わった   

して生活できるまらづくりを  
進める  

（2）－④健康体操事業   ・毎月 3回  ふれあい   ・ストレッチ体操を主体にした健康づ＜   
高齢者の健康つくりのため、   第1・第3  プラザ   り体操を実施、   
ストレッチを中心とした健康体操  水曜日  延べ参加者数：1350名、好評   
を開催し、交流を図る  第2月曜日  

（2）－⑤自然塾事業   ・年間計画  ふれあい農園  ・5月玉ねぎ収穫、6月じやがいも収   
ふれあい農園、仲良し農園等  （吉浜保）   穫、10月さつまいも収穫、など実施   
の作物の栽培、収穫等を通して  ・七夕まつり、夏祭り、運動会、折り紙   
園児とのふれあい、交流を行う  訪問などにそれぞれ参加、交流実施   

（2）－⑥男の料理教室事業   ・毎月 1回  公民館   ・24年度より、新夫引こ実施、10回開催   
男性の料理つ＜り教室を開催  第3月曜日  し延べ171名参加、好評   
し、料理作りを通じて、いきが  
いと交流を図る  
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伝統文化発展に関する事業  〔24年度事業報告〕  

〔地‡或計画との関連〕  

（1）吉浜”遺伝子”を未来へつなごう ⇒ Nol菊一本でまちづくり事業  
⇒ N02”遺伝子”継承者養成事業  

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（3）－①菊1本でまちづくり  年間計画  ・菊畑   ・11月′〉12月 菊畑の耕運と整備、施肥   

事業  ・苗育成温室  ・12月～3月 親菊の植え付けと管理   
市の花である菊栽培を通じ  ・ふれあい   ・5月26～31日 菊の芽挿し、小菊、中菊   
・冥世代交流による地域の  プラザ   中心に育成、大菊育たず、藤浦より購入   
活性化  ・人形小路   ・6月30（ノ7月16日 菊の定植と育成管理   
・菊人形による伝統文化の  ・吉浜小学校   吉浜小 555本、幼保園 各150本、   
伝承  ・地域内幼保園  里親 250鉢、その他高中 300本、   
・菊の育成を通じ、自然との  ・地域住民、   他のまら協等へ菊苗配布   
ふれあいや情操教育に寄与  高中等   ・7月中′～10月中菊の管理  

・11月1～17日菊まつり準備と菊花の  
展示（吉小、幼保園、里親）  

・菊まつりで里親の人気投票を実施、表彰   

（3）－②子ども菊人形事業   9月   ・吉浜小学校  ・9月9日子ども菊人形製作キックオフ   
吉浜の伝統文化である菊  ′）11月   ・地域内幼保園  ・9月3日′）11月2日胴殻つくり、貝土冨つけ   

人形を菊花の栽培から菊人  ・ふれあい   など   

形の製作展示を通じ、地域  プラザ   ・11月5～8日小学校、幼保園、人形花付け   

住民と子供達との異世代交流  ・11月10～18日菊まつり対応   
自然との触れ合いを通じた  4年生：「鶴の恩返し」（プラザ2F）   
子ども達の情操教育、親を  幼俣園：「竜宮城の浦島太郎」（ヤオハル）   
巻き込んだ地域の連帯と  夫々展示し、ナレーションも追加セット   
活性化を匿lる  参加者に好評を得た   

（3）－③わがまら自慢の細工  3月25日  ・柳池院内   ・細工人形製作時に、研修を織り込んだ   

人形を盛り立てよう事業   ～4月30日  その中で、マスコットめしどり君を製作   
350年以上に渡って伝承さ  ・また、育成者の募集をチラシなどPR実施   
れてきた「吉浜細工人形」の  ある程度の反応を得る事ができた  
を伝承してい＜ため、研修の  

7月26   ・巻き藁つ＜り  

ぐるみで後継者の育成を行い   －27日  で使用する、藁の製作を兼ねて300本の   

まらつくりに貢献する  巻き薫製作した  

12月9日   

シンポジューム  り組みを紹介し、参加者から多＜の質問  
（市民センタ）  など、妻子評を得た   
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防犯対策に関する事業  

〔地域計画との関連〕   

（8）あんきな吉浜をつくろう！  

〔24年度事業報告〕   

⇒ N021みんなで吉浜をマモルンジャー事業  
⇒ No25こつこパトロール事業  

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（4）－①徒歩パトロール事業   毎月15日  吉浜小校区内  ・「住護」（15）の日にパトロール実施   

毎月15日に校区内の道路を 徒  15：00′～  ・重点地区指定の関係から、校区内5町内   
歩でパトロールを行い、犯罪抑止   16：00  通学路を重点的に徒歩でパトロール   
と防犯対策意岩哉の向上を図る  

・パトロール実施時にゴミ拾いで王買境美化   

（4）－②青パト体験乗車事業   7月25′～27  吉浜小校区内  ・青パト乗車体験、計38名実施   

子どもたらに毒パトに体馬葉栗  ・吉浜小児童を対象に実施し好評   
車、防犯意識の向上と交通安全  ・交通の危険個所など再確認できた   
への憲吉哉向上  

（4）－③イベント開催時警戒   年間計画   イベント   ・花まつり力＼ら雛めぐりまで年間計画   

事業  開催場所   ・会場での犯罪防止、交通安全確保   

イベント開催時の安全確保  ・イベント参加への安心感の高揚と   

地区の防犯、交通安全意識  参加数の増、交流期待できる   

の向上を図る  

（4）－④防犯・交通教室   年間計画   ふれあい   ・碧南警察に講師依頼   

・防犯・交通意識の高揚   および随時  プラザ他   ・年間全8回実施、延べ355名参加   

特に、高齢者および子ども  （防犯教室：約275名参加、7匝Ⅰ実施）   

への地区内での安全確保  （交通安全教室：約80名参加）  

・青パト講習会2回参加計24名   

（4）－⑤みんなで吉浜を   年間計画   吉浜小校区内  ・碧南警察署が吉浜を防犯／交通安全   

“マモルンジャー”事業   ⇒交通安全活動  重点地区に指定   

・他の団体、警察等と連携した   ⇒防災Gと連携  ・5／10交通安全キャンペーン参加   

防犯、交通安全活動  ・6／9防犯ボランティアフォーラム参加   

・防犯、防災用緊急連紹網の  ・7／13交通安全一斉大監視   

作成、整備  ・12／11年末警戒パトロール  

・交通安全教室など弓削ヒ実施   

（4）－⑥青パト防犯パトロール事業  年間を通して  吉浜小校区内  ・昼間は児童の下校時問に通学路を中心に声   

・青色回転灯装着車を使用   昼間 3回／週  かけ、見回り実施（15：00－16：00）   

児童の下校時、通学路、公園   夜間2回／週  ・夜間のパトロールは、主として住宅地区、   

の見回り、声かけを行う。  公園等コースを変えて巡回（20：00－   

夜間は防犯を主として住宅  21：∞）   

地区や公園等をパトロール  ・深夜パトロールを実施（22：30－23：30）  

青パトの町内会防犯パト  深夜1回／月  

への活用展開  ・青パト車を町内会の夜間防犯パトロールに  
活用、展開（空き時間を利用）   
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〔24年度事業報告〕   

⇒ No21みんなで吉浜をマモルンジャー事業  
⇒ N022”あんぎ’の輪を広げよう事業  

防災対策に関する事業  
〔地域計画との関連〕   

（8）あんきな吉浜をつくろう！  

事業計画   日程計画   実施場所   実施内容   

（5）一任）吉浜地区避難所倉庫の   6月4日  避難所君庫  ・ロール畳の配備、4本   
備品拡充事業  ・LEDランタン配備、7器   

避難所開設に必要な備品  ・避難所運営ハンドマイク、2器   

の拡充  上記を計画通り配備   

（5）－②避難所のソーラ灯   7月18日  吉浜小学校  ・吉浜小学校正門から体育館（避葵任所）   
設置事業（3カ所）  敷地内   までの問3か、所に誘導路用照明3基を  

設置   

（5ト③避難所開設訓練実施   6月30日  避難所倉庫  ・避難所での受け入れ、居場所割り   亭翠    ＿ 振り訓練＿」23名参加  
・備品の配備、簡易トイレの組み立て  
49名参加  

・負傷者の搬入、応急手当訓練実施   

（5）－④ガラス飛散防止フィル  11月24日  ふれあい   ・ガラス飛散災害事例勉強会実施   

貼り実技会  プラザ ・フイルム貼り要領を実技指導  

・プラザ2F窓ガラス4か所にフイルム  

張り実施完了   

（5）－⑤防災訓練実施事業   9月2日  ふれあい   ・吉浜地区5町内の人的、物的被災   
高浜市総合防災訓練への  プラザ   件数とタオル掛け軒数の集約   

参加  ・集約結果を行政対策本部に無線  

にて伝達を実施   

（5）－⑥避難所書庫資機材管理  8月・2月  避難所倉庫  ・2回／年資機材管理を管理シートに   
事業  基づいて実施   
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環境保全の推進に関する事業  〔24年度事業報告〕  

〔地域計画との関連〕  

（9）心地の良い美しい吉浜をつくろう ⇒ N028みんなでまちをきれいにしよう事業  
⇒ No29美しい海をふたたび事業  
⇒ N030吉浜じゅうを花いっぱいにしよう事業  

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（6）－①道路清掃事業  7月   ・年2回、県道、市道等の一般道を地土或   

7月29日      地域住民・近隣企業の参加  衣浦湾沿岸道   住民、近隣企業と共同でゴミ拾いと   

によりモデル道路の清掃、除  2月10日   碧南高浜環状道   除草を行った   
苧活動を行い交流と王買境美化  

意喜哉の高揚を図り、きれいな  
2月   ・7月 250人参加  
県道名古屋碧南道  

吉浜をつ＜る  
各町内道路他   

（6）－②公園・道路の美化事業  年間   ・校区内各公園  ・6月花壇の里親制度により、地域の万   
安らぎのあるまらづくり、  ・吉浜駅前   に維持管理をお願い実施   
花いっぱいの空間づ＜り  ・小池町5丁目  ・里親：個人19名、5団体が参加   
公園や広場の一角、歩道の植  
え込みの最大利用  

ポケットパーク  

・碧南高浜】買状道        ・5月、6月、12月碧南高浜王買状道の歩道  

・人形小路沿い  約1kmの王買境美化推進   

・通学路沿い  

（6）一③自然との共生事業   
衣浦湾沿岸道   ・野鳥観察を行い自然とのふれあい   

11月25日      吉浜の海岸付近に飛来する  ・数名のインストラクターの指導を受け   
野鳥を観察する中で、自然の  野鳥に親しんだ。  
良さと共生について考える機  
会をつ＜る  

・約60名の参加   
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〔24年度事業報告〕  よしはまふれあいフェスタ事業   

〔地土或計画との関連〕  

地土或計画全般に関連、特に関連深い項目  

（2）コミュニケーションの輪を広げよう！  

（4）吉浜の”自慢”を伝えたい、、広めたい  
（7）みんなで矢口恵・力を出し合おう！   

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（7卜①子ども盆踊り大会  8月13   ・丸畑公園   ・時間帯を15分に短縮し、開催   
（公民館と共催）   ′～14日  ・新曲を追加し、関係者で準備   

子ども中心の盆踊り開催  ・児童の集客は、昨年比約倍で好評   
盛り上げと交流を図る  （集客数、延べ約500名）   

（7卜②認矢］症サポート用  8月26日   ・公民館   ・高齢者いきがいGとして実施   
グッズ  ・認知症に関する豆知識、配布   

（7卜③よしはま・ふれあい  11月17日  ・岩小体育館、  ・子ども、高齢者を憲言哉したテーマ   
フェスタ   10：00   運動場、中庭   ”ふるさど’で実施   

ふれあいコンサート中心  ′）16：00  ・メインプログラムをふれあい   
に公民館と共催で実施  コンサートとし、動物園、   
子ども、家族中心にふれ  フードコーナ、子どももらつき   
あいを因る  大会、アーカイブス展示、回想  

法を背景とした会談など多彩な  
行事とし、好評  
（集客数、延べ約1000人）  
・全体プログラムおよび、  

雨天による影響など事前に考慮  
すべき案件が岩男題として残った   

広報事業  
〔地域計画との関連〕   

（4）吉浜の”自慢”を伝えたい、広めたい  

〔24年度事業報告〕  

⇒ 吉浜をもっと知りたい・知らせたい事業  

事業項目   実施日   実施場所   実施内容   

（8ト①広報事業   年間   吉浜校区内、他  ・こつこ通信発行4回   
まち協活動の情報展閲し、  各行事開催個所  ・フログ書き込み101件   
さらに協力者の輪を広げる活  ・ざっくばらんカフェなど、各団体   
動の認喜哉レベルアップ  行事へ出展  

・各行事の写真、撮影保存を実施   

（8ト②アーカイブス事業  10月25日  ・鬼みち周辺、今／苦写真展実施  
広報活動報 ′〉11月6日  

11月10日   
11月17日  吉小体育貴官   ・ふれあいフェスタ、アーカイブス  

展示、36枚（4つ切版）、また、歴  
史を語る写真数多く収集、出展   
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〔24年度事業報告〕  本部運営事業   

〔地域計画との関連〕  

（3）みんなの”社交場”をつ＜ろう！⇒ N06：吉浜ふれあいプラザ＆ふるさと広場運営事業  
（8）あんきな吉浜をつくろう！   ⇒ N024：吉浜”ほっと”ステーション事業  
（9）心地の良い美しい吉浜をつ＜ろう！⇒ N028：みんなでまらをきれいにしよう事業  

事業   日程   実施場所   実施内容   

（9）－（むサロン運営事業   年間計画  サロン   ・軽飲食、ランチの提供・‥モーニング   

住民や来訪者の情報交換  “ぽっぽっぱ”   コーヒー、とり飯、チラシ、他   

くつろぎのひと時提供  ・展示コーナー… 趣味の作品、工芸品展示、   

サロンで軽飲食を提供  販売   

作品展示や手工芸品販売  ・壁面を活用し、地元作家の作品の展示   

情報発信資料等の配布  ＊午後の集客サービス、店内サニビス  
外販サービス、などに努力した  

＊期中より、本部運営Gで事  
業を推進  〔24年度収益状況〕（前年度比）  

売上額：10，094，190円（△9％）  

売上高利益率：’－2．0％（△54％）  
来客数：34，306人（△12％）   

（9）－②安心・安全   年間   安心・安全   ・青色パトロール活動拠点として   

ステーション事業   （平日）  ステーション   青パト章を保管管理しパトロール者   

吉浜の防犯・防災の拠点とし  の管理等防犯パトロール全般の運営   
てまた吉浜駅前の立地に伴う  管理を行う   
夜間の犯罪抑止、吉浜訪問者  
の問い合才つせや案内窓口とし  

・防災訓練実施に関する器具、備品等の管理  

て運営  
・子どもグループのあいさつ声かけ活動及び  

110番の管理運営の拠点とする  
・吉浜来訪者の道案内や建物等の問い合  

せの窓口   

（9）－③公園管理事業   年間   ・大清水公園   ・公園、児童遊園等の清掃、除草及び   

吉浜小学区内にある9ケ所の  ・ハ幡公園   トイレの清掃と維持管理をいきいきク   
公園、2ケ所の児童遊園の清  ・丸畑公園   ラフや個人の方にお願いして実施する  
掃、及び吉浜駅前のトイレの  
清掃等の維持管理を個人や団  

・小中根公園   ・低木の努定、ゴミの回収廃棄  

体と連携して行う  
・高平公園   ・その他清掃担当者からの情幸臥  

・竜田公園   住民からのいろいろな連柁情報  

・蛇抜公園   ゴミ回収時やパトロール時の情報等  

・大坪公園   に基づき、確認後自ら修理したり、  

・山田公園   市担当部署へ修理依頼する  

・ハ幡児童遊園   ・運営体制について、問題点など、把握  
・神明児童遊園  し、改善を推進   

・岩浜駅前  

（9）－④本部運営管理   年間   ふれあいプラザ   ・本部運営管理関係   

まらつくり協議会活動を、  運営管理全般   

円滑に進めるため、わかりや  受付業務、会議、事務、会計処理、他  
すい活動にしてい＜ための事  
務管理、およびプラザ施設、  

建物、施設、付属機器などの保守  

設備、などの日常管理を行う  
点検を行う   
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第2 

平成24年度 収支決算（案）  

（釜額単位：円）  

＜収入の部＞   

摘要  （A）H24年度決算    （B）H24年度予算  くA－B）差異   

事業収入  21，882，580  20，838，580  1，044，000  

予算枠事業  8，919，000  了，8了5，000  1，044，000  

委譲事業  5，887，000  5，88了，000  0  

委託事業  7，076，580  了，076，580  0   

雑収入  11，387  16，900  －5，513  

受取利恵   1，412   1，900   －488   

その他  旦9了巨  15LOOQ    二5025   
小計  21，893，967  20，855，480  1，038，487   

前期繰越金  3，168，648  3，168，648  0   

収入合計  25，062，615  24，024，128  1，038，487   

＜支出の部＞  

摘要  （A）H24年度決算  （B）H24年度予算  （A－B）差異   

子どもの健全胃成に関する事業  878，了44   9了9，500  －100，了56  

子どもの健全育成に関する事業   590，500   

プラザ運営事業  389，000   

高齢者の生きがい創出に関する事業  566，669   558，000  8，669   

伝統文化の発展に関する事業  2，836，920   2，801，000  35，920   

防犯対策に関する事業  252，709   335，000  －82，291   

防災対策l∈関する事業  1，556ユ4］巨  」．549LOOO＿     ＿ 了，415   

環境保全の推進に関する事業  484，208   408，000  了6，208   

よしはまふれあいフェスタ事業  1，079，092   1，・000，000  了9，092   

小計  了，654，75了   了，630，500  24，257   

ふれあいプラザ管理  7．014，580   7，014，580  0   

安心・安全ステーション管理  381，86了   348，000  33，867   

公園管理  3，690，268   3，645，000  45，268   

管理運営華  3，1了9，367   3，178，000  1，367   

広報事業  137，385   192，000  －54，615   

小計  14，403．467   14，377，580  25，887   

当期繰越毒  3，004，391   2，016，048  988，343   

支出合計  25，062，615   24，024．128  1，038，487   

＊「子どもの健全育成に関する事業」と「プラザ運営事業」は、統合され新たな「子どもの健全育成に  

関する事業」となった。  

＊「ふれあいフェスタ事業」が、予算編成時保留となっていたため、予算時は支出のみの予算となって  

いた。そのため、収入と繰越会ガその分増額となった。  
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第3号議案  

方針（案）  平成25年度 事  

1）基本理念   

「子どもには未来を！高齢者にはいきがいを！   

■家庭には笑顔を！地域には絆をl」  

2）事業方針   

24年度活動の基本方針をベースに、25年度は、さらに充実、拡大してい＜事で、各グループ  

の活動を、積極白訓こ展開して行きたいと考えています。  

この基本理念は、過去の歴史を踏まえ、さらに、昨年度の方針と事業展開により強い  

方向性と深みを持たせたいということで考えました。   

地域の基礎となっている、吉浜伝統文化、細工人形や菊人形を守り伝える活動は、  

吉浜まちづ＜り協議会の活動の原点であることは言うまでもありません。  

したがって、25年度は、そうした考え方を組織活動面でも強化し、支援してい＜ために、  

関連する新規事業を検討し、実現化させていくことのできる部署を設け、活動していき  

ます。   

そこで、当面、食胃の事業化を中心に進めますが、将来は、コミュニティービジネス  

も見据えたいと考えています。   

一方、文性の声が、より強く反映できる“まちつ＜り協議会活動’’としていくために、  

活動の組織化を検討し、より深みのある事業展開を推進していきたいと考えています。  

そして、高齢者が、よりいきがいを感じ、いつまでも元気でいられる、いわゆる  

“生涯現役’’であり続ける‘1吉浜のまちつくり”を目指したいと思います。  

以上  

子どもには未来を！高齢者にはいきがいを！家庭には笑顔を！地域には鮮を！  
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子どもの健全育成に関する事業  
〔地域計画との関連〕  

（2）コミュニケーションの輪を広げよ  

（3）みんなの社交場をつ＜ろう！  

〔25年度事業計画〕  

N 
N 

う
 
 

N
 
 

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
 
 

06：吉浜ふれあいプラザ＆ふるさと広場運営事業  
（8）あんきな吉浜をつくろう！  
（9）心地の良い美しい吉浜をつ＜ろう！  

No27 「子ども110番」事業  
N028 みんなでまちをきれいにしよう事業  

事業計画   日程計画   実施場所   実施内容   

毎月5日、   吉小校区内の8交差点  校区内8ケ所の交差点に立  
（1）－①あいさつ・声かけ活動事業         15日、25日  ち、登校する吉浜小児毒や高浜   

7：30′V8：15   中生徒に「おはようございま  

安全確保と、大きな声で朝の挨拶  ・神谷板金前  
す」の挨拶をするとと右に、横  

ができるようにする  断旗で交通安全を図る 
・吉浜小乗  

・山B橋  

・ハ幡社北側  

・ハ幡町4丁目  

・吉浜保育園乗   

（1）－②こども110番宅訪問及び  3月   公募・訪問を承諾   4月に吉浜小学校に入学する   
吉浜小学校通学路確認事業  された110番宅   児童を対象に保護者もー緒に歩   

吉浜小学校へ新入学する園児栗罠  くことにより、危険個所や通学  

子を対象に、通学路中の危険個所  時間などをを知る110番宅を訪  

の確認及び途中にある110番宅を  問し家人と顔合わせを行う。   
訪問する  

（1）－③こども110番の旗設置事  年間   公募による設置承諾   子どもたらの安全確保のた   
業  の家及び町内会の   め、110番の旗を設置していた   

地域内での子どもを狙った犯罪を  役員宅   
だ＜家を募集し、ポールと旗を  

抑止し、子どもたちの安全を確保  支給し、子どもたらの目に付き  

する  やすいところへ設置する（随時  
更新）   

（1）－④夏休みラジオ体操事業   8月20日   ハ幡公園、丸畑公園   地域ごとの会場に分かれて朝   

児童・園児の夏休み中の早起き  ～24日  蛇抜公園、吉浜小   のラジオ体操を行う最終日に   

や健康的な生活習慣を育成する  の4ケ所   
は、自分達の会場の清掃・除草  

6：30～6：40  
を行い、きれいな公園維持の白  
覚をしてもらう   

（1）－⑤七夕まつり事業   7月6日   ふれあいプラザ周辺   ふれあいブラザー帯に岩小児   

ふれあいブラザー帯を中心に子  童や3幼保園児の作った笹竹を   

どもたちも運営に参加、子どもた  飾り、子ども商店街、露店・苗   
ちが楽しめる七夕イベントを実施  の遊び、○×クイズ、抽選会等   
し地域交流の促進を図る  で保護者や地域の人に楽しんで  

もらい、交流を図る  

子ども商店街の収益金を  

小学校に寄貝曽予定   
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事業計画   日程計画   実施場所   実施内容   

（1）－⑥各種講座開設事業   4回／月   ふれあいプラザ   囲碁教室   

地域の万の講師中心に  1回／月  切手アート教室  
狙いにあった講座、教室を  
計画的に開催  2固／月  さわやか歌広場  
・子ども向け講座  

・一般向け趣味教室  3回／年  プリザーフドフラワー講座  
文化教室など  
こうした活動を通じて、特に  〆縄かざり（大人）講座  
地域による子どもの育成に  
貢献  1回／年  〆縄かざり（子ども）講座  

1固／年  ケーキづくりコンテスト  

1回／年  フラワー講座  

1匝】／年  オリジナルキーホルダー  
製作講座  

3回／年  アロマ講座  

1匝】／年 プロの技を学ぽう講座  

1回／年  折り紙講座講座  

2国／年  丁∨チャンピョン食品サン  
プルづくり  

1回／年  万華鏡を作ろう  

1固／年  貼り絵体験  

3匝】／年  切手アート体験  

2匝】／年  科学実験キャラバン隊体験   

（1）－⑦イへント広場事業   5月11日   ふれあいプラザおよび  バルーンアート配布  

地域住民や団体の万と連携  ～12日  駐車場  

世代間交流・地域共生  

・伝統文化の伝承、等  
機会と場所の提供  10月20日   吉浜小学校   子どももちつき大会  

（1）－⑧各種展示・交流事業   随時   ふれあいプラザ   小学校児童、幼稚園、   
児童・グループの作品展示  保育園の作品展示   
児童や園児、団体、グル  展示PRと作品を通じて   
ープの作品展示を通じて  交流   

交流を図る  

（1）－⑨子どもたらと地域住民の  7月31日   ふれあいプラザ   小学校のサマースクール  
ふれあい事業  ～8月2日  実施   

夏休み、子どもたらの  
学習場所と時間を提供  

（1卜⑩ヤングママふれあい交流  年間   ふれあいプラザ   ・幼児を持つヤングママ   
事業  に遊びながら学べる   

幼児とヤングママの集まり  幼児教育の場を提供   
話し合いのできる場の提供  ・ヤングママの話し合い  

の揚の提供   
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